
重点プロジェクト ～行きたい、働きたい、住み続　　　第１章

１．重点プロジェクトの位置付け

重点プロジェクトは、６つの基本目標の枠組みを超えて重点的に取り組むものであり、分野
横断的な取組により効果的な政策展開を図ることを目的としています。
本基本計画における重点プロジェクトは「行きたい、働きたい、住み続けたい まち プロジェ
クト」として、「行きたいまち」、「働きたいまち」、「住み続けたいまち」の３つのテーマで構成し
本市の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と整合性を図った取組としています。

住み続けたいまち 
（子育て、都市環境、安全・安心）

働きたいまち 
（仕事づくり） 

行きたいまち
（観光、移住） 

行きたい、 
働きたい、 
住み続けたい
まちプロジェクト 
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　けたい まち プロジェクト～

2．重点プロジェクトにおける新たな視点

「行きたいまち」、「働きたいまち」、「住み続けたいまち」の３つのテーマに沿った取組を実
施するにあたって、新たな次の視点を踏まえ、本市の魅力を一層向上させる取組を展開します。

関係人口の創出・拡大

Society5.0の実現に向けた
先端技術の活用

国内外に対して本市の魅力を最大限に発信することにより、交流人口の拡大を図る
とともに、本市と継続的に様々な形で関わる関係人口の創出・拡大を図る取組を推進
します。

モノやサービスの生産性や利便性を高め、産業や市民生活の質を向上させるため、
国が目指す未来社会、いわゆるSociety5.0の実現に向け、AIやIoT、５G等の先端技術
を活用した取組を推進します。

ＳＤＧｓを原動力とした
地方創生の推進

産業、子育て、教育、スポーツなど様々な分野において、ＳＤＧｓの理念（「誰一人取
り残さない」社会の実現）を踏まえ、企業や団体、市民等と連携を図りながら、地方創
生の取組を推進します。
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本市の特色ある観光資源や、空港・高速道路、整備が進む新幹線など、高速・広域交通の要
衝の地としての優位性を最大限に活かし、国内外から新しい人の流れを創ります。また、企業や
団体、市民等と連携を強化し、それぞれの地域の特徴や利点を活かした、ヒト・モノ・コトの交流
の拡大に取り組み、関係人口の創出・拡大につなげるとともに、移住・定住の促進を図ります。

■ 観光地の魅力向上
 ●   歴史や自然等を活かした滞在型観光の推進
 ●   グリーン・ツーリズムの推進
 ●   観光イベントの充実
 ●   コンベンション誘致の強化
■ 受入環境の整備
 ●   観光基盤の整備
 ●   情報発信・プロモーション活動の強化
 ●   観光推進体制の充実と人材育成

■ 市外からの移住・定住促進
 ■   安心して妊娠・出産ができる環境づくり
 ■   子育て環境の充実
 ■   教育環境の充実
 ■   企業誘致
 ■   コンパクトシティの推進
 ■   大学等の誘致・連携
 ■  地域コミュニティ機能の強化

魅力ある観光地づくりや、まちの魅力向上による
交流人口の拡大、関係人口の創出・拡大、移住・定住の促進

行きたいまち
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誰もが自らの仕事に生きがいを感じ、新たな目標に挑戦できるような仕事をつくり育てるとと
もに、企業誘致活動や創業支援などに積極的に取り組み、新たな雇用の創出を図ります。また、
付加価値ある商品開発や販路拡大を支援するなど、就業者の所得向上を図ります。

■ 地場産業の振興・人材育成
 ●   中小企業の経営基盤の強化
 ●   地元特産品の開発と販路拡大
 ●   創業支援の充実と支援体制の強化

■ 企業誘致
 ●   第２大村ハイテクパークの早期完売
 ●   企業誘致活動の強化

■ 多様な世代の就労支援
 ●   若者の就業支援
 ●   高齢者の就業支援

地場産業の振興や創業支援、
企業誘致などによる雇用の場の創出

■ 就業者の
　確保・育成
 ●   新規就農者の確保
 ●   認定農業者の育成
 ●   集落営農の推進
 ●   漁業の担い手の育成

■ 付加価値が高い
　産品づくりによる
　所得の向上
 ●   6次産業化の推進
 ●   魅力ある大村産畜産物
　 づくり
 ●   漁業経営基盤の強化

■ 販路拡大・
　消費拡大の取組
 ●   農産物のブランド化
　 と販路拡大
 ●   農業体験等による
　 農産物のPR

就業者の育成・確保と、魅力ある商品開発や
販路・消費拡大による所得向上

おおむら
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出会いから結婚・妊娠・出産・子育てまでの
切れ目のない支援と教育環境の整備

出会いから結婚、安心して妊娠・出産できる
まちづくり

子育てと仕事の両立や、
地域で子育てを支える
環境づくり

子どもたちが夢を持ち、
力強く生き抜く力を育む
教育環境づくり

■ 出会いの場の
   創出等による
　婚活支援
 ● 結婚相談窓口の充実
 ● 出会いの場の創出

■ 安心して妊娠・出産が
   できる環境づくり
 ● 親と子の健康づくり
 ● 子どもの発達支援
 ● 子育てに関する情報発信
　と相談体制の強化

■ 子育て環境の充実
  ● 地域における子育て力の向上
  ● 多様な保育サービスの提供
  ● 放課後児童生徒の居場所づくり

■ 教育環境の充実
  ● 「豊かな学び」
　 「確かな育ち」の実現
  ● 「多様な感性」の育成
  ● 高校教育の充実や
　 大学等の誘致
  ● 郷土教育の充実

誰もが安全・安心で、快適に暮らせるまちづくり 
快適で住みやすいまちづくり 誰もが安全・安心に 

暮らすことができる地域づくり
■ コンパクトシティの推進
 ● コンパクトで機能的なまちづくり
 ● 新幹線を活かしたまちづくり
 ● バス路線の再編
 ● 長崎空港の利便性向上及び機能強化

■ にぎわいの創出
 ● 「出会いの広場」としてのミライｏｎ
 ● スポーツ施設の充実と利用促進
■ 大学等の誘致・連携
 ● 高校教育の充実や大学等の誘致

■ 地域コミュニティ機能の強化
 ● 地域防災体制の充実
 ● 地域コミュニティの活性化
■ 高齢者が活き活きと
　 暮らせるまちづくり
 ● みんなで取り組む健康づくり
 ● 地域包括ケアシステムの充実
 ● 高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進

出会いから結婚・妊娠・出産・子育ての希望を実現できるよう、切れ目のない支援に取り組み
ます。また、未来を担う人材を育てる教育環境の充実を図ります。
九州新幹線西九州ルートの開業を踏まえた居住と都市機能の適正な立地や、公共交通ネット

ワークの再編に取り組みます。また、ミライｏｎ（県立・市立一体型図書館及び大村市歴史資料
館）を活用した、にぎわいの創出や、地域コミュニティ機能の強化を図ります。さらに、地域包括
ケアシステムを充実させるなど、高齢者をはじめ地域住民が安全・安心で活き活きと暮らせるまち
づくりに取り組みます。

住み続けたいまち
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